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天井のふところが1.5ｍ以上の補強方法
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（ここでいう水平の補強及び斜めの補強は、耐震性を考慮することを意図したものではない。）

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年版　抜粋

(10) 天井下地材における耐震性を考慮した補強は、特記による。

(8) 天井のふところが1.5ｍ以上の場合、補強方法は特記による。特記がなければ、天井のふと

(11) 屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強は、特記による。

【14.4.4工法】

　　ころが３ｍ以下の場合、次により、補強用部材又は［－19×10×1.2(mm)以上を用いて、吊りボ

　　ルトの水平補強、斜め補強を行う。

　　(ｱ) 水平補強は、縦横方向に間隔1.8ｍ程度に配置する。

　　　　なお、水平補強は、吊りボルトに適切な方法で接合する。

　　(ｲ) 斜め補強は、相対する斜め材を１組とし、縦横方向に間隔が3.6ｍ程度に配置する。

　　　　なお、斜め補強は、吊りボルトに適切な方法で接合する。
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下がり壁と野縁が平行の場合

天井付き目地見切縁あり 天井付き目地見切縁なし 突付け目地

設備機器等納まり図
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